
  

 

 

 

グループ活動のための菓子を活用した 

支援システムに関する検討 
 

江木啓訓†1  尾澤重知†2 森裕生†3
 

 

グループにおける創造的な活動における菓子の役割に着目し，効率的な運営と情報システムとの連携を目的としたデ
ザインについて検討する．ワークショップなどの長時間の議論の場においては，菓子や飲料を用意することが推奨さ
れている．参加者のリラックスや小休止により活性化を促すことが意図されているが，これらの役割やツールとして

の活用は十分に考慮されていない．そこで，配布する菓子のデザインと利用時のシナリオと併せて，活動を支援する
システムの構想について議論する． 

 

 
 

1. はじめに   

 本研究は対面の場における集団での活動を対象とし，菓

子の活用に着目する．企業における会議や研修，大学にお

けるゼミナールなどだけではなく，社会や個々人の問題発

見・解決や振り返り，思考や発想のトレーニングなどを目

的にグループで取り組む活動が幅広く行われている． 

ワークショップのような創造的な活動の実施・運営におい

ては，飲料や菓子を用意することが指摘されている[1]．こ

れは，飲食によって参加者にリラックスして取り組んでも

らうことや，小休止の際の人の移動や交流を通じて，活性

化や新しい発想を促すことを期待していると考えられる． 

 我々はこのような場における菓子に着目した．アイスブ

レークやグループの編成・組み替えなど，運営に関する知

見は共有されつつあるが，ワークショップにおける飲食の

役割やツールとしての工夫について言及されているものは

少ない． 

 そこで，効率的な運営に役立てられるような菓子のデザ

インと利用時のシナリオについて整理する．また，これら

の活動を支援する情報システムとの連携を通じて，創造的

な活動の一助となることを目的とする． 

2. 菓子によるグループ活動の支援 

 本稿は数十名程度以上の規模で，参加者の結びつきが疎

または初対面であったりするグループのような状況を想定

している．さらに，ワークショップやセミナーのように個

人の積極的参加が求められる活動を対象とする．このよう

な活動では，テーマを策定した上で小グループに分かれて

議論し，各グループの結果報告をもとに考えをまとめると

いったデザインがなされたりする．また，各参加者の緊張

をほぐすため，自己紹介や簡単なゲームを行うアイスブレ

ークの手法が用いられることも多い．思いついたアイディ

アを積極的に挙げたり，共有したりできるような工夫がな
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されている． 

 このような活動を数時間から半日や 1 日かけて長時間行

う場合において，飲料や菓子を提供することが多い．その

際，コーヒーブレイクの時間を設けたり，会場内に設置し

たスペースを用意して，小グループでの作業中に適宜取り

に行くか，または予め個人または小グループに配布する形

態をとる． 

 飲料や菓子を提供する目的としては，以下の数点が考え

られる．まず，飲食を伴うことによって，リラックスして

発言できるよう場の雰囲気をカジュアルにすることが挙げ

られる．また，糖分の補給によって，議論を続けることに

よる集中力の低下や疲労をやわらげることである．さらに，

飲料や菓子の配置とコーヒーブレイクの時間を設けること

により，参加者の移動を促し交流や新しい発想を促すとい

った点がある．発想とコミュニケーションの両方を支援す

ることが期待できると考えられる． 

 コミュニケーションの支援の研究において，食事を用い

ることを対象としたものがある．いろどりん[2]は，拡張現

実を用いて食卓をターゲットとしている．カメラとプロジ

ェクタを組み込んだ食卓の電気傘で構成され，料理の色を

分析し，彩りをよくするためにプロジェクタで皿に投影す

るシステムである．使用色の捕色を，皿の縁にあたる部分

に投影している．六の膳[3]は，食卓のコミュニケーション

の活性化を支援するために，個人が撮影した写真を皿に投

影することで話題を提供することをねらっている．また，

多人数の会話において，食事を交えた条件では参加者間の

会話量の差が少なくなるという結果が得られた研究もある

[4]．菓子の提供によっても，発話の活発化が期待できるか

検証を行う必要がある． 

3. 菓子と情報システムの連携 

 参加者に対して菓子を配布することにより，物理的なイ

ンタラクションの道具として活用することが考えられる．

グループ活動においては，ワークシートの配布や回収，付

箋紙や模造紙を用いたまとめと発表，用紙による投票とい

った手段をとることがある．これらに用いることを想定し

た菓子をデザインすることにより，グループ活動の企画・
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運営者がスムーズにマネジメントを行うことができる．ま

た，活動後に成果の共有やフィードバックを行うために，

Web サイトや SNS をはじめとする情報システムを用いる

ことがある．菓子のデザインに情報システムと連携する機

能を盛り込むことにより，効率的かつ短時間でこれらの活

用を進めることができると考えられる． 

 菓子とその摂食を対象としたシステムに関する研究のう

ち，メタクッキー[5]はマーカをクッキーに焼き付けて識別

している．これは感覚間の相互作用を用いて味覚を表現す

るシステムであり，視覚情報を HMD に重畳表示するとと

もに，香りの呈示によって異なる風味を表現している．拡

張満腹感[6]は，手に持った食品の領域のみを拡大して

HMD に表示するシステムである．これにより，より少な

い量の摂取で満腹感の得られる可能性を示唆している． 

4. 菓子を活用した支援システム 

 菓子をグループ活動の支援ツールとしてデザインするに

あたり，どのような機能を担うことができるかを検討する．

本稿では，グルーピングとフィードバックという 2 つを取

り上げる． 

 まず，ワークショップやセミナーの運営にあたり，参加

者を小グループに分けたり，グループの中で代表者や役割

分担を決めたり，小グループを組み替えたりといった作業

を効率的に行うことを支援する機能を持たせることとした．

グルーピングをその場で行うと時間がかかるため，記号や

番号を記載したワークシートや紙片を渡して効率化すると

いった方法が取られている．これを菓子の配布によって行

うことを可能にする．その際，メタクッキー[5]のように菓

子そのものに識別子をつけたり，配布する菓子の種類で区

別することも考えられる．しかしながら，活動中に自由に

食べて良いという当初の意図と矛盾してしまうため，小分

けになった菓子の包装デザインに付与して利用することを

想定する．包装の色や模様などを複数の種類用意し，グル

ーピングに用いる情報とする．また，小グループの規模を

変えられるよう，色や模様などで用意する種類の総数が異

なるようにする．図 1 に市販の小分けになった菓子の一例

を示す． 

 次に，参加者からのフィードバックを受け取る機能を持

たせる場合について検討する．ワークショップやセミナー

などで，良いアイディアを参加者が相互に投票するといっ

た方法が取られている．その場で投票や集計を手作業で行

うと時間がかかるため，小分けになった包装デザインにあ

らかじめマーク欄や QR コードを印刷する方法を考える．

候補毎に投票箱を用意するか，マーク欄にチェックした上

で投票を行う．菓子を未開封の状態でも，摂取後の包装の

みの状態でも記入と読み取りができるようなデザインとす

る．配布する菓子の個数で，1 名が持つ票数を調整するこ

とも可能である．また，無記名ではなく個人との紐付けを 

図 1 市販の菓子包装の例 

(モロゾフ(株) トリック オア トリート アソート) 

 

行いたい場合は，ワークシートにも QR コードを印刷して

配布するとともに，配布した菓子と予めマッチングしてお

くことにより投票行動をトラッキングするといった使い方

も考えられる． 

5. おわりに 

 本稿では，グループにおける創造的な活動における菓子

の役割に着目し，効率的な運営と情報システムとの連携の

ためのデザインと利用時のシナリオの構想について議論し

た．今後，実際にデザインした菓子と連携するシステムの

開発を進めるとともに，実際のグループワークの場面にお

ける試用と課題の整理を進める． 

 課題としては，グループ活動における菓子の配布状況と

その効果に関する調査，本稿で提案したシステムは菓子の

包装を用いることで実現できるため，従来のワークシート

にない優位性の明示と，効率的な運営についての比較と定

量的な評価が挙げられる． 
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